
【様式１】 

平 成 １ ３ 年 度 授 業 計 画 
学校名：土岐紅陵高校  

月 授業者 教科・単元等 主なねらい 
小木曽 教科：理科 

科目：生物 
単元名：第３編生物の 
    反応と調整 
    神経系 

・神経の正体への理解。 
・刺激がどのような経路を経て伝わる

のかの理解。 
 

土本 泰 保健 
生涯を通じる健康 
・労働災害とその防止 
・職業病とその予防 

教材研究 
労働災害や職業病の最新データの収集 

鍵谷英一郎 
馬場聖臣 

インターネット ３年 
第４章 ﾊﾟｿｺﾝで e ﾒｰﾙ 
1. ﾒｰﾙの仕組み 
2. e ﾒｰﾙの送受信 
3. ﾒｰﾙのマナー 
4. 便利な機能 

●一通りのホームページの作成を終

え、ﾊﾟｿｺﾝからのｅﾒｰﾙを学習する。 
●市販されているﾒｰﾙｿﾌﾄでは教室内の

設定がされていないので goo や
hotmail などのﾌﾘｰﾒｰﾙのアドレスを
取得し、e ﾒｰﾙの操作方法を学習する。 
●電話や FAX と同様に便利であるこ
とと同時に危険性もあることを認識

させる。 
 

橋本・向畑 
 （高山） 

日本とアジア（３年） 
 発展途上国について 

本校教員（高山）の海外研修（ケニア）

の現状写真を使いながらクイズを行な

い、発展途上国の持つ問題点を理解し、

将来のあり方などを考えていく。 
安江啓介 
 

産業社会科 
 体験学習礼状 

手紙文の書き方を学び、事業所への 
感謝の気持ちを礼状書きによって表現

し、それと同時に、体験学習の反省を

する。 

１

月 

安藤 達矢 
 

コンピュータ造形 
       ３年生 
 
３次元ＣＡＤ及び 

 プレゼンテーション
ソフト 

●卒業課題として、自由テーマ設定に

よる課題の継続を行う。 
●自分のテーマのもと、パワーポイン

トを用い、文章・写真・図形・３次

元ＣＡＤ図形などのデータを貼り付

け、電子紙芝居としての操作方法を

学習する。 
●操作を習得するだけでなく、自己決

定したテーマの内容をより深く調べ

ることで、今後の進路へ役立たせる。 
 



梅溪 節子 課題研究（音楽） 
 ・講座発表会 

生徒の作品発表会の様子をビデオに録

画し、全校生徒対象の作品展にて、上

映することによって、研究の成果を広

める。 
英語科教員 
  ４名 

英語Ⅰ 
Lesson８ 
The last days of 
 Audrey Hepburn 

 

単元の内容に関連し、ＵＮＩＣＥＦ 
の活動状況・成り立ち等をインターネ

ットで調べ、内容理解をより深める。

また、親善大使の役割、その内容とと

もに彼女の果たした役割を調べる。 

 

英語科教員 
   ４名 
ＡＬＴ１名 
 

ＯＣＡ 
 CM PROJECT 

デジタルビデオを使用し、英語による

ＣＭを作成することにより、より実践

的な英語力の育成を目指す。 
また、生徒が互いに鑑賞・評価するこ

とにより、生徒の創造性の伸張を目指

す。 
土本 泰 
 
 

保健 
集団の健康 
・エイズとその予防 

教材研究 
HIV感染者，エイズ発症者の国内・国
外の最新データの収集 

日比野隆行 
小谷和也 

数学Ⅰ・確率・期待値 表計算ソフトを使って期待値を計算す
る 

鍵谷英一郎 
 

経営情報 ３年 
◎プレゼンテーション 
パワーポイントを利用

して 

●見せる・聞かせる・納得させる。プ

レゼンテーションにはいろいろな方

法があるが、パワーポイントを利用

して作成した『自分史』を使って発

表を行う。 
●何を言いたいか？どこに主点をおい

ているか？画面は見やすいか、発表

は聞き易いか？という点にポイント

を絞り全員で作品を評価させる。 
 

安藤 達矢 
 

１年のまとめ ●１年間のまとめとしての話。  パ

ソコンの使い方にはいろいろあり、

今回行った３次元ＣＡＤなど１種類

のソフトのみでなく、いろいろなソ

フトと連携することにより表現が豊

かとなり、相手に対する説得力（発

表技術も含め）も増すことを理解さ

せる。 
 

２

月 

市岡 規子 
 
 

美術史 
 ・中世の西洋美術 

実際に手に触れることのできない作品

をビデオを通して、より身近に感じ取

らせ、理解を深める。 



大西由紀子  産業社会科 
（課題研究） 

課題研究を効果的に発表するために、

Ｐｏｗｅｒ・Ｐｏｉｎｔの知識と技術

を身につけさせる。 

 

英語科教員 
  ３名 
 

英語Ⅱ 
Lesson 8 

Japanese Volunteers 
 Support African  
 people 

様々なメディア（インターネット・新

聞・テレビ等）を通して、ＮＧＯの果

たす役割、その成果を探ることにより、

先進国の人間として何が可能であるか

を考える機会を与える。 
また、英語による情報を読むことによ

り、英語力の向上を図る。 
 


